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あらまし：阪南大学では，ゼミナール（専門演習）の一部で，企業や地域と連携し，社会が抱える様々な

課題の解決に取り組みながら専門知識と実践力の修得を目指す教育が取り入れられている．本稿では，2
年次生を対象とした「専門演習入門」の中から，ベンチャービジネスのゼミナールで試みた，「社会人基

礎力」の育成を目的とする産学連携教育の取り組みについて，成果と今後の方向性及び課題を報告する． 
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1. はじめに 

少子高齢化の進展に伴い，大学生の学力低下に加

え，社会人基礎力の低下が深刻化している．中央審

議会大学分科会大学教育部会では，「産業界や地域が

今求めているのは，生涯学ぶ習慣や主体的に考える

力を持ち，予測困難な時代の中で，どんな状況にも

対応できる多様な人材である」とした上で，「学士課

程教育は，学生の思考力や表現力を引き出し，その

知性を鍛え，課題の発見や具体化からその解決に向

かう力の基礎を身につけることを目指す能動的な授

業を中心とした教育が保証されるよう，質的に転換

する必要がある」とし，大学教育の質的転換を「喫

緊の課題」と位置付ける審議をまとめている． 
かかる状況を背景に，近年，社会人基礎力の育成

を目的とした課題解決型の産学連携教育を導入する

試みが進んでいる．阪南大学では，ゼミナール（専

門演習）の一部で，企業や地域と連携し，社会が抱

える課題の解決に取り組みながら専門知識と実践力

の修得を目指す教育が取り入れられている．本稿で

は，経営情報学部 2 年次生を対象とした「専門演習

入門」の中から，ベンチャービジネスのゼミナール

で試みた，産学連携による「自主ゼミ」活動につい

て，成果と今後の方向性及び課題を報告する． 
 
2. 産学連携教育の概要 
2.1 連携企業 

企業名：株式会社ワオ・コーポレーション 
事業内容：教育事業，オンライン学習事業，エン

ターテインメント事業，文教ソリューション事業 
本社：大阪市及び東京都 
資本金：1億円 
売上高：16,673百万円('12.03,連結) 

2.2 学習課題 

株式会社ワオ・コーポレーションと株式会社小宮

コンサルタンツが共同で開発し，株式会社日本経済

新聞社とコラボレーションした，キャリア教育支援

E-Learning「小宮一慶のビジネスの『 強化書 』+日
経 TEST Webドリル」のコンテンツ分析と商品改善

案の策定を行い，ワオ・コーポレーションでプレゼ

ンテーション及びディスカッションを実施する． 

2.3 教育目標と活動期間 

経済産業省が社会人基礎力としてあげる，以下の

3 つの能力・12の要素の育成を教育目標とする． 
(1)前に踏み出す力：主体性，働きかけ力，実行力 
(2)考え抜く力：課題発見力，計画力，創造力 
(3)チームで働く力：発信力，傾聴力，柔軟性，状況

把握力，規律性，ストレスコントロール力 
 活動期間は 2012年 11月～2013年 3月である． 
 
3. 研究目的と研究方法 

本活動は，ベンチャービジネスのゼミナールに所

属する 2 年次生 9 名を対象に，自由参加の「自主ゼ

ミ」として告知し，参加学生を募集した．自由参加

とした理由は，前掲の 12の要素を育成するには，単

位と切り離した活動にすることが望ましいと考えた

ためである．その効果について，単位と結びつけた

場合と単年度で比較することはできないが，複数年

度で比較検証していきたい考えである．また，学生

の主体性に委ねた場合の参加希望者の割合を把握す

ること，実際の参加率と参加動機，最終的な継続率

を把握すること，活動期間を授業期間中に限定せず，

冬休み・春休みを含む長期で設定することによる成

果や課題を把握することも自主ゼミの目的である． 
 参加学生には，E-Learningを学習するための ID と

パスワードが配布される．このコンテンツは，キャ

リア教育支援を目的としたものであり，全 10回の映
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像講義・問題演習と，事前テスト，修了テスト，日

経 TEST Webドリルで構成されている．学生はまず，

この E-Learningに取り組みながら，個別にコンテン

ツ分析を行う．分析は，本商品のターゲット，ター

ゲットに提供される価値，価値を提供するための仕

組みについて，理想と現実のギャップを明らかにす

るという形で行った．次に個別の分析結果を持ち寄

り，それを基にチームで議論しながら分析を深めて

いく．最終的にチーム全体の分析結果としてまとめ

るとともに，改善案を策定し，連携企業でプレゼン

テーションとディスカッションを行う．一連の活動

終了後，参加学生と連携企業に対し，今回の取り組

みに対する評価を自由記述形式で調査した． 
  
4. 結果と考察 
4.1 参加希望者の割合と実際の参加率 

募集対象とした 9 名の学生のうち 6 名が参加を希

望したことから，本学において，自由参加形式の活

動に対し参加の意思を有する主体的な学生が一定の

割合で存在することが明らかとなった．一方，参加

を希望しない学生への対処も課題として残った．ま

た，参加を希望した 6 名のうち実際に参加したのは

4 名である．参加しなかった 2名のうち，1名は自宅

にパソコンがないという理由から，もう 1 名は初日

の説明会を欠席したことがきっかけとなり，実際の

活動には参加しなかった．当初参加の意思を持って

いたとしても，その強弱には当然ばらつきがある．

より多くの学生を参加に結びつけるためには，モチ

ベーション向上のためのフォローが必要になる． 

4.2 参加動機と最終的な継続率 

実際に参加した 4 名の学生に対し，参加の動機・

目的についてヒアリングしたところ，「（企業の商品

を分析して改善案を策定したという）実績をつくり

たい」，「（活動に参加することで）能力を向上させた

い」，「（企業に出向いてプレゼンテーションを行うと

いう経験が）就職活動で面接試験などに役立つと考

えた」という回答であった．これらの学生は全員が

本活動を完遂した．いずれも 3 年次から始まる就職

活動を意識して参加した学生であり，かかる動機が

継続要因の 1つになったものと考えられる． 

4.3 連携企業による評価 

連携企業の本活動担当者 2 名による自由記述回答

は以下の通りであり，概ね良好な評価が得られた． 
(1)活動全般に対する評価 
・今般の学生を生でリサーチすることにより，自社

が提供する教育コンテンツや教育システムの検証に

つなげることができた． 
・大学と連携することにより，企業単独では困難な

社会貢献を行うことができた． 
・今回のような産学連携や共同研究の取り組みは，

将来の商品開発につながると考えている． 
・最近の学生の傾向を理解することで，今後のリク

ルート企画に展開することができると考えている． 

(2)プレゼンテーション全般に対する評価 
・時間をかけ試行錯誤し，様々な葛藤を乗り越えた

形跡が十分に見られた． 
・知識の習得にとどまらず，顧客心理の把握やマネ

ジメントの実践を，参加した学生個々が実感，体感

できたことが大きな成果である（知識よりも感じる

心が重要）． 
・発表資料や発表自体の品質も，2 年生の時点では

十分なものと感じた． 
(3)具体的な分析結果と改善案に対する評価 
・提示された課題だけでなく，学生が自主的にアン

ケート調査やヒアリング調査を実施している点が，

（分析手法は不十分ながらも）高く評価できる． 
・今回はコンテンツの分析にとどまったが，今後は

市場規模やコスト，ユーザビリティの観点からの分

析も取り入れるべきと考える． 
・分析結果や改善案は概ね想定内のものであり，で

きれば意外な意見に基づくディスカッションを期待

する．そのためには，商品の設定を是として「どう

すればよいか」ではなく，設定そのものからの見直

しも行うことが必要と思われた． 

4.4 参加学生による評価 

参加学生の間には，長期にわたり長い時間をとも

にすることで，時に感情的なもつれや衝突も生じた．

しかし，そうしたトラブルを乗り越えることで，チ

ームの結束が強まるとともに，自己の人間的な成長

を実感できたようである．自由記述回答の中から主

なものを抜粋して以下に示す． 
・自分の未熟さを痛感した．謙虚に，そして決して

満足しない姿勢で自分を伸ばしていきたい． 
・社会人として必要な礼儀など様々なことを学んだ． 
・普段はわからないお互いの長所や短所がわかった． 
・人と協力することの難しさと楽しさを見い出せた． 
・人間として成長させてくれたこの取り組みに関わ

ったすべての人に心から感謝したい． 
 
5. まとめ 

以上の検討から，本活動において一定の成果をみ

てとることができた．社会人基礎力の 3 つの能力を

構成する 12要素の習得については，今回の参加学生

が就職活動を開始する前と開始した後，要素ごとに

分解して 5段階の自己評価を行い，結果を比較する．

本学学生の演習授業は 2 年次後期からであるが，そ

の取り組みを 3 年次 4 年次にどのようにつなげ，発

展させていくかは今後の課題である．また，今回は

1 ゼミナールでの試みであるため参加学生が少数に

とどまる．今後はかかる取り組みを行うゼミナール

の拡大を図るとともに，複数大学によるコンペ形式

の採用を連携企業と模索していく計画である． 
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式会社ワオ・コーポレーションには多大な協力を賜
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